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内容の要旨及び審査の結果の要旨
腰痛・坐骨神経痛は腰椎椎間板ヘルニアや腰部脊柱管狭窄症で腰神経根が圧迫されることによる神経根浮腫が発現
に深く関与していると考えられるようになってきた。しかし，神経根浮腫の自然経過に関する報告はない。本実験の
目的は，神経根浮腫の定量化を行い，神経根圧迫解除後の浮腫の経時的変化を明らかにすることである。
方法：成犬の第７腰神経を神経根分岐部と後根神経節の間で609fの血管結紮用クリップで10分間圧迫した。直前に
Evansbluealbumin（EBA）を静注した上で，圧迫解除直後，２４時間後，１週後，３週後に神経根を採取し，手術
を行わないcontrol群，手術操作のみで圧迫しないsham群で比較した。神経根を圧迫部より脊髄側で３箇所，後根神
経節側で２箇所，さらに圧迫部の計６箇所で凍結横断切片を作製した。浮腫のない状態ではEBAは毛細血管腔内の
みに認めるが，浮腫を起こした状態では，赤色のEBAが神経内膜腔に広がって観察される。各切片毎に蛍光顕微鏡
下に写真撮影を行い，その写真を画像解析装置に読み込んだ。面積250平方ミクロンの正方形の領域内の赤色領域の
面積の割合を計算した。
結果：control群，ｓｈａｍ群共にいずれの領域においてもEBAは毛細血管腔内にとどまり，浮腫像は認めなかった。
圧迫解除直後および24時間後では，赤色面積は圧迫部のみが有意に高く，１週後では，圧迫部と圧迫部より脊髄側で
赤色面積の上昇をみたが，統計学的には圧迫部のみが有意であった。３週後では，圧迫部および脊髄側で赤色面積の
有意な上昇を認めた。圧迫部より後根神経節側ではいずれの群でも有意な変化は認めなかった。圧迫部を検討すると，
圧迫解除直後が787±3.3％と最も高く，２４時間後には27.9±2.8％と一旦減少し，１週後には再び58.9±2.9％に上昇
して，３週後には34.6±２２％に減少した（Ｐ＜0.05)。
考察：過去の報告から，神経根浮腫は血液一神経関門が破綻して毛細血管の透過性が冗進する事によって生じ，そ
の破綻の原因として，機械的圧迫と変性の２つの要素が挙げられている。本実験より，圧迫部および脊髄側の神経根
浮腫の変化は，圧迫解除直後から24時間後までは機械的圧迫そのものによる破綻に，また１週後から３週後は変性に
よる血液一神経関門の破綻に起因していると考えられた。
本研究は腰神経根の圧迫モデルを作製し，神経根浮腫を初めて経時的に定量化したものであり腰痛や坐骨神経痛の
成因解明に大きく貢献する労作と評価された。
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